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※3 機種によっては付属していません。
　　必要に応じて 別売品をお買い求めください。
※4 設置後、固定ねじを必ず締め付けてください。 必ず裏面もお読みください

異音・水漏れなどを防ぐため、必ず実施してください！

設置後、試運転をおこなってから、このチラシをお客様にお渡しください。

詳しくは、取扱説明書｢設置のしかた｣をご覧ください。設置は販売店か設置業者に
ご依頼ください。指定の付属品や別売品を使わなかったり、取扱説明書通りに設置
や接続、試運転をおこなわず事故や損害が生じた場合、保証の対象外となります。

試運転チェック設置チェック

● オートストッパー付き水栓は、
　先端に傷や汚れのないことを
　確認してから給水ホースを
　つなぐ(水栓つぎては使わない)

※6 必ず、付属の新品を取り付ける。

※1 異常振動や異音の原因になります。

※2 設置時に問題がない場合も、水を入れると重み
　　で槽が下がり接触することがあります。
　　必ず、試運転でご確認ください。(裏面)

● 横水栓は、付属品の水栓つぎて
　を取り付けてから、給水ホース
　をつなぐ

● 梱包材が欠けているときは、本体内部に残っている
　場合があるため、必ず梱包材の破片を取り除く※1

● 押し込むと、回転部に接触して
　ホースが破れることがあります※2

● 水平の確認方法は、
　取扱説明書をご覧ください

横水栓

水栓つぎて(付属※6)

給水ホース(付属※6)

● 給水ホースは、まっすぐ、
　ゆっくり差しこむ

給水ホース
スライダー
水栓つぎて

21

水栓つぎての
ツバ

ロックレバー

①スライダーを
　引き下げながら
　差し込む

②ロックレバーを
　水栓つぎての
　ツバにかける

先端の
傷や汚れは、
水漏れの原因

オートストッパー
付き水栓

梱包材(発泡スチロール)

梱包材の
破片

● ごみや異物などが
　ある場合は
　取り除く

調節脚脚スペーサー
②脚が高くなる ②脚が低くなる

①ゆるめる ③しめる

固定ねじ※4

※3

回転部

水栓を確認！

排水ホースを
押し込まない！

梱包材を取り除く！

がたつきなく
水平に！

排水口を掃除

押し込まない！



2- ① 水平に調節

2- ② 給水ホースを接続

2- ④ 試運転

2  設置場所に据え付け後

最大水量を選ぶ

電源を入れ

電源を入れ

洗い運転による水漏れ、異音などがないことを
確認する

運転終了（水は残ったまま）

運転終了

2- ③ 電源・アース線を接続

● 水栓の表面の汚れは、濡れた布で
　拭き取り、傷やさび、めっきの
　はがれがある場合は別売品に交換
　してください。

据え付けの流れ 詳しくは取扱説明書をご覧ください

｢最大水量｣を選ばないと、機構部と排水ホースの接触などを
発見できない場合があります。

衣類が入っていない(無負荷)状態で脱水すると、
初めの数秒間｢ポコッポコッポコッ｣とゴムが
すれるような音がしたり、本体が揺れることが
ありますが、異常ではありません。

槽パッキン(灰色の蛇腹ゴム)のある機種に
ついてのお知らせ

槽パッキン

1．

2．

3．

水量

洗い

スタート

スタート4． 脱水

異音や、異常な振動などが
ないことを確認する

排水中や脱水中の水漏れ、異音、異常な振動など
がないことを確認する5．

1- ① 付属品を確認

1- ③ 排水口を掃除

1- ② 設置場所などを確認

● 水栓タイプ

● 排水口の位置、防水パン形状

1- ④ 排水ホースの処理
● キャップをはずす

● 必要に応じて別売品で処理

据付脚
延長用排水ホース

キャップ

同梱の付属品は取扱説明書でご確認ください。

別売品が必要な場合はご準備ください。

設置後も定期的に掃除してください。

● 取り出し方向に合わせて、固定部　   ※で
　確実に固定

※ 機種によって位置は異なる

真下排水つぎて

お客様へ
● 設置後、このチラシは取扱説明書とともに保管
　してください。
● 運転が終わったら、必ず蛇口を閉めてください。
● 排水口を定期的に掃除してください。

1 設置場所に据え付け前

横水栓や別売品以外は、日本
電気工業会規格JEM1206準拠
の水栓をご使用ください。
ご不明な場合は、水栓メーカー
にお問い合わせください。




